
 締結事業者の木材利用の促進に関する構想
市産材の利用促進により、林業の活性化、市民の森林整備への関心
向上、ひいては持続可能な「下呂の森」の実現、飛騨川流域の森林の
適切な整備に貢献。

 締結事業者の構想の達成に向けた取組の内容
・市産材の普及啓発、ぎふ性能表示材・ぎふ証明材利用、木工製品普及
・木育として社会見学の受け入れ（小学生への普及啓発）、職場体験、工
場見学、ＤＩＹ体験など学ぶ機会の設置等。
・新築では、ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材
に６０％以上を使用、増改築では地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外
装材等に地域材を１０㎡以上を使用。

 構想の実現のための下呂市による支援
・関係する事業の情報集約と協定事業者への情報提供。
・事業者の取組をHP等にて情報発信。
・担い手育成、技術向上、機械購入、商品開発等の事業者の取組への
支援。

・環境意識の高い企業としてPRすることへの支援。

下呂市内建築事業者×下呂市（岐阜県）

「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定

協定締結日：別添のとおり
有効期間：協定締結日から令和９年３月末まで
対象区域：下呂市及び事業者施工エリア

木造建築をきっかけに、市産材の利用促進だけでなく、「下呂の森」の周知や、「下呂の森」で働く
人、「下呂の森」から生み出される木工製品、「下呂の森」からの学び（森林学習）を支援するといった
事業者ごとに掲げる様々な構想を実現するため協定を締結しました。

本協定の構想に基づく協定数は２０協定（令和６年１２月３１日時点）
事業者ごとに掲げる構想等は別添のとおり

(協定締結事業者)



「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定 事業者ごとの構想
別添

事業者 対象区域 取組・構想の概要

協定共通取組内容

下呂の森が育んだ木の家推進事業を活用し次の内容を実施
・建築主へ市産材を利用した木工製品を贈呈
・（新築タイプ）ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材に６０％以上使用
・（増改築タイプ）地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外装材等に地域材を１０㎡以上使用

１ 山喜建設株式会社 岐阜県・愛知県

・木材住宅建築に使用する構造材・造作材・家具材において市産材及び県産材を使用し、木材の利用促進を図る。
・南ひだ森林組合木材共販センターの原木を仕入れ、自社工場で製材・乾燥・加工した材料で、造作材・建具・家具を製造し住宅等
の新築及び改修に使用する。
・建築主を本社工場の見学へ招き山林や原木の話をすることで、木材の利用やサスティナビリティー・カーボンニュートラルへの関心
を高める。

・原木の製材から乾燥・加工・家具・建具の製造まで一貫した木材加工について、その内容をＨＰやインスタグラムで発信し、また、工
場見学やＤＩＹイベントを通じて木材や環境について学ぶ機会を設ける。

２ 松田建設株式会社 飛騨地区

・自社が施工する建築物において、構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域
の森林の適切な整備に貢献する。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献す
る。
・請負契約を締結する建築主と、川上・川中・川下それぞれの「木づかい」に対して「下呂の森」発展のためにどのような取組が必要
か、またどのようなことが林業・木材産業の支援につながるかを協議し、「市産材の利用」と持続可能な「下呂の森」となる取組や支援
を行い、木材利用を契機に林業・木材産業とのつながりに貢献する。
・エンドユーザー等に対して、地域の林業・木材産業への関心を高め、「下呂の森」に関心を持つきっかけづくりに貢献する。

３ 伊佐地建築 下呂市全域
・ウッドショック以降住宅価格が上昇する中、地域材を今まで以上に活用し地産地消の木材利用を進める。

・地域材利用を住宅や家具のみならず、色んな分野への利用を検討し積極的に活用する。



「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定 事業者ごとの構想

事業者 対象区域 取組・構想の概要

協定共通取組内容

下呂の森が育んだ木の家推進事業を活用し次の内容を実施
・建築主へ市産材を利用した木工製品を贈呈
・（新築タイプ）ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材に６０％以上使用
・（増改築タイプ）地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外装材等に地域材を１０㎡以上使用

４ 裁建築 岐阜県

・自社が施工する建築物において、市内で伐採され、市内の製材工場等で製材・加工された木材を利用して建築し、市産材の利用拡
大を図る。

・建築主に了解を得たうえで、現場写真を活用し市産材の良さをSNS等で情報発信する。
・建築主に対し、市産材の活用により下呂市の環境保全へ寄与していることを現場で分かりやすく説明する。

５ 有限会社山和住宅
岐阜県、
愛知県

・自社が施工する建築物において、構造材や内・外装材に市産材を積極的に活用する。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、市内の木材関連業種の活性化及びSDGsに貢献する。
・施主等に対し地域の林業・木材産業へ関心を持ってもらい、大手ハウスメーカーとの差別化を図る。

・施主に対して市産材の活用を促すことやHP等により地産地消の住まいづくりをPRする。

６
株式会社中島工務店
下呂支店

全国

・自社が施工する建築物において、構造材や内・外装材に地域材を積極的に活用する。年間、新築木造住宅10棟、延べ坪350坪、地
域材の構造材使用150㎥以上。

・地域材、東濃ひのき、長良杉を使用した木の家をＳＮＳ・ＷＥＢを通じてＰＲする。
・完成見学会を開催し木の良さを体験してもらう。

７ 株式会社弘栄工務店
岐阜県、
愛知県

・岐阜県の面積の８割を占める森林を活用し木材の良さを活かした家づくりを行うため、構造材、家具等に市産材を使用する。また、
サスティナブルな社会育成を目指していく。

・下呂市の工務店だからこそ提供できる家の確立
・飛騨の匠の技で木の質感や特性を活かした家づくり
・誰もが弘栄の家だとわかる家づくり
・完成後も木の香り漂う家づくり
・大工オリジナルの家具づくり
・現場見学会やHP等による普及啓発の実施

８ 中島建設株式会社 岐阜県

・フローリングの改修工事を地域材の桧フローリングにて施工する等、地域材の活用を進める。
・地域材の活用について積極的にPRする。

・地域材の活用について写真やHP等でPRする。



「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定 事業者ごとの構想

事業者 対象区域 取組・構想の概要

協定共通取組内容

下呂の森が育んだ木の家推進事業を活用し次の内容を実施
・建築主へ市産材を利用した木工製品を贈呈
・（新築タイプ）ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材に６０％以上使用
・（増改築タイプ）地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外装材等に地域材を１０㎡以上使用

９ 金子建築株式会社 岐阜県

・自らが施工する建築物において、構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域の
森林の適切な整備に貢献する。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、ＳＤＧｓに貢献
する。

１０ 株式会社春昇建築

下呂市
（施工エリア
下呂市、高山市、
飛騨市）

・新築する際の構造材や内装に市産材を使用することで、市産材の需要の拡大に貢献していく。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献す
る。また、木材利用を契機に林業・木材産業とのつながりに貢献する。
・「下呂の森」に関心を持つきっかけづくりに貢献する。

１１ 有限会社二村建築 下呂市

・自らが施工する建築物において、構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域の
森林の適切な整備に貢献する。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献す
る。
・「市産材の利用」と持続可能な「げろの森」となる取組の周知をする。

・木工製品の製作、木材利用促進の取組のチラシへの掲載、社会見学の受入れ（小学生へ取組の啓発）、職場体験の受け入れを行
う。

１２ 鈴木建築 下呂市

・自らが施工する建築物において構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、下呂市産材の需要拡大、飛騨川流
域の森林の適切な整備に貢献していく。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献し
ていく。



「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定 事業者ごとの構想

事業者 対象区域 取組・構想の概要

協定共通取組内容

下呂の森が育んだ木の家推進事業を活用し次の内容を実施
・建築主へ市産材を利用した木工製品を贈呈
・（新築タイプ）ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材に６０％以上使用
・（増改築タイプ）地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外装材等に地域材を１０㎡以上使用

１３ 有限会社都竹建築

岐阜県、愛知
県江南市、岩
倉市、豊明市、
名古屋市名東
区・緑区

・自らが施工する建築物において構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域の
森林の適切な整備に貢献していく。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献し
ていく。
・エンドユーザー等に対して、地域の林業・木材産業への関心を高め、「下呂の森」に関心を持つきっかけづくりに貢献する。

・現場見学会やHP等により、地域材をはじめとする木材の利用についての普及啓発を行う。

１４ 丸共建設株式会社 岐阜県

・自らが施工する建築物において構造材、内外装等に活用することにより、下呂市産材の需要拡大、飛騨川流域の森林の適切な整
備に貢献していく
・エンドユーザー等に対して、地域の林業、木材産業への関心を高め、下呂の森に関心を持つきっかけづくりに貢献する。

・甲は、当事業の補助金額に応じ、木工製品（ダイニングテーブル、椅子、家具等）やレーザー彫刻機を用い木の廃材を利用したノベ
ルティを製作し、建築主へ贈呈する。

１５ 有限会社田口建築 下呂市

・自らが施工する建築物において、構造材や内・外装に豊富な下呂の木を有効活用する。近年豪雨による災害が多く発生しており、
市産材の利用により森林の適切な整備につながるよう貢献する。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、市内の製材所・市場の活性化に貢献する。また、木材流通・加工・建築・リサイク
ル・エネルギー利用へそれぞれ繋げ、健全な森づくり、災害や地球温暖化の抑制に貢献する。
・建築主等に県内でも有数の面積を誇る下呂の森の木を知ってもらうことで、林業・木材産業などへの支援につなげ、さらに、次世代
の子ども達へ下呂の森を引き継いでいく。
・木造住宅の魅力を伝え、地域で育った安心安全な木材でマイホームを建ててもらう。

・HP、インスタグラム、現場見学会等で情報発信をし普及啓発を行う。

１６ いろは建築株式会社 下呂市
・自らが施工する建築物において、構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域の
森林の適切な整備に貢献する。



「下呂の森が育んだ木の家推進事業」建築物木材利用促進協定 事業者ごとの構想

事業者 対象区域 取組・構想の概要

協定共通取組内容

下呂の森が育んだ木の家推進事業を活用し次の内容を実施
・建築主へ市産材を利用した木工製品を贈呈
・（新築タイプ）ぎふ証明材として証明された地域材を５㎥以上かつ構造材に６０％以上使用
・（増改築タイプ）地域材を１㎥以上使用、若しくは内・外装材等に地域材を１０㎡以上使用

１７ 有限会社加藤建築 飛騨地域

・施工する建築物において、構造材や内・外装材に市内で伐採され、市内の製材工場等で製材・加工された木材を使用し、市産材の
利用拡大を図る。

・建築主に対して市産材の良さを伝え、市産材の利用を促進する。

１８ 杢工舎合同会社 下呂市

・外材に頼らず地元の木材を使った物づくりを進めるため、自らが施工する建築物における構造材や内・外装等や家具等に市産材を
積極的に活用する。

・木を活かした物づくりを進めるため、既製品ではなく市産材を使ったオーダーメイドの物を提供する。

１９ 飛騨技建 岐阜県

・自らが施工する建築物において構造材や内・外装等に市産材を積極的に活用することにより、市産材の需要拡大、飛騨川流域の
森林の適切な整備に貢献していく。
・ぎふ性能表示材やぎふ証明材を利用することで、合法性、生産流通履歴の明確化、市内の製材所・市場の活性化、SDGsに貢献し
ていく。
・エンドユーザー等に対して、地域の林業・木材産業への関心を高め、「下呂の森」に関心を持つきっかけづくりに貢献する。

・現場見学会やHP等により、地域材をはじめとする木材の利用についての普及啓発を行う。

２０ 秀建築 下呂市

・木造住宅建築に使用する構造材・造作材・家具材を下呂市産材および県産材を使用し、木材の利用促進を図る。
・お客様に木材の利用やサステナビリテイ・カーボンニュートラへの関心を高めるように、下呂市産材を使うことを話し、PRをする。

・下呂市内の木材業者や、建具・家具の業者と連携し、市産材の使用を高めていく。
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